
藤 前 ⼲ 潟 に す ん で い る ︕

⼲潟のカニやハゼを

かんさつしてみよう︕

ひがた

参加

無料

藤前⼲潟には、
どんなカニやハゼがいるのかな︖⼲潟にすむ⽣きものの観察を通して、

⼲潟への理解を深めます。

○⽇ 時 2019 年 10 ⽉ 5 ⽇（⼟） 10:00-12:00

○場 所 稲永ビジターセンター１階 研修室
    （名古屋市港区野跡４-11-2）

○⾏き⽅ あおなみ線「野跡」駅下⾞ 徒歩 15 分

○定 員 15 組（保護者同伴）

○対 象 ⼩学１年⽣〜３年⽣

○参加⽅法 事前申込み

【主催】藤前⼲潟ふれあい事業実⾏委員会

【講師】中嶋 清徳 先⽣（名古屋港⽔族館）

申込み・問い合わせ先

「参加者⽒名」「住所」「電話番号」を記⼊

の上、メール、はがき、または FAX にて下

記までお申込みください。

【環境省 名古屋⾃然保護官事務所】

〒455-0845 名古屋市港区野跡 4-11-2

TEL:052-389-2877 FAX:052-389-2878

メールアドレス︓WB-NAGOYA@env.go.jp

【締切】９⽉ 20 ⽇（⾦）必着

のせき

なかじま　きよのり



7/26（金）～11/17（日）

7/26（金）～11/30（土）

8/24（土）～9/29（日）

9/28（土）

10/26（土）

藤前活動センター企画展「藤前干潟の物語～藤前干潟・歴史旅～」

稲永ビジターセンター企画展「あなたの知らない藤前干潟」

干潟観察会～干潟の生きものを探そう！～

19’ 秋の藤前干潟クリーン大作戦＆干潟観察会、ヨシ植栽を見守る会

秋の野鳥写真展

●渡り鳥調査隊～藤前干潟の野鳥を観察しよう～

11/16（土） 集まれ！愛岐の里山たいけん隊～秋の里山に行こう！～

11/10（日） 石ころ干潟観察会～干潟の生きものと漂着物を調べてみよう～

052-389-5821

052-309-7260

052-381-0160

090-8421-1037

052-223-1223

052-389-5821

052-309-7260

※パートナーシップ事業

日程： 9/28（土）、10/12（土）、11/16（土）、12/7（土）、1/25（土）、2/8（土）、3/21（土） 時間：毎回10：00～12:00 052-381-0160(名古屋市野鳥観察館）

環境省藤前活動センター

環境省稲永ビジターセンター

環境省稲永ビジターセンター

名古屋市野鳥観察館

藤前干潟クリーン大作戦実行委員会

環境省藤前活動センター

「なごや環境大学」実行委員会
名古屋市愛岐処分場（共催：名古屋市環境学習センター）

11/16土
稲永ビジターセンター

藤前干潟の音カフェ

「音でえがく藤前干潟」

対象講師

問合せ

どなたでも
パーカッショニスト

本多” taco-bow” 正典 氏
野鳥図鑑画家

谷口 高司氏

環境省名古屋自然保護官事務所

12/７土

稲永ビジターセンター

藤前干潟サイエンスカフェ

「～ヨコエビのお話（仮）～」

対象講師

問合せ

どなたでも
大阪市立自然史博物館

有山 啓之氏

環境省名古屋自然保護官事務所

WB-NAGOYA@env.go.jp
052-389-2877 052-389-2877

WB-NAGOYA@env.go.jp

12/21土
名古屋市環境学習センター

ふれあいトーク「サギサギサミット」

” タマゴ式” 鳥絵塾

対象講師

問合せ

どなたでも

藤前干潟ふれあい事業実行委員会事務局
（名古屋市環境局環境企画課内）

a2662@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp
052-223-1067

この他のイベント

名古屋港水族館　中嶋　清徳  氏講　師

コメツキ
ガ

ニ

名古屋港⽔族館 飼育展⽰第⼀課⻑

温熱帯域の⿂類・無脊椎動物やペンギンの飼育担当、および教

育活動担当などを経て現職。⼲潟との付き合いは⼩学⽣の頃の

コメツキガニ採集と飼育が原点？！ 学⽣時代は⼲潟のヨコエビの

フィールド調査と飼育実験に取り組む。

会場へのアクセス

❶公共交通機関でお越しの場合

 あおなみ線「野跡駅」から徒歩 15 分

❷お⾞でお越しの場合

 稲永公園の駐⾞場が利⽤できます。

■10⽉5⽇（⼟） 「⼲潟のカニやハゼをかんさつしてみよう！」 

FAX 申込書（FAX：052-389-2878）

ふりがな氏名

参加者が複数の場合（氏名・学年）

（その他同伴者　大人　　名　子ども　　　名）

電話番号またはメールアドレス
※日中連絡が取れるもの

住所 〒

9/20
（⾦）

〆切

（学年　　　　　年）

※今回の講座では、実際の干潟には入りません。


